
公益社団法人 福岡県理学療法士会 

令和 2年度 第 5回理事会議事録 

 

日 時：令和2年12月19日（土）14：00～17：00 

場 所：Web会議 

出務者：（理事）西浦 健蔵、廣滋 恵一、松﨑 哲治、諌武  稔、近藤 直樹、宇戸 友樹、吉田 純一、 

久保田勝徳、山口  寿、佐藤 憲明、髙橋 博愛、中村 雅隆、平原 寛隆、加藤 正和、 

時吉 直祐、永野 忍、岩佐 聖彦、山内 康太、遠藤 正英、福田 輝和、今村 純平、志田啓太郎 

    （欠席理事）熊谷 謙一、久原 聡志、松垣竜太郎 

（監事）日野 敏明、田中 裕二 

（欠席監事）森田 正治 

（選挙管理委員）秋 達也 

（事務員）中山 祥子 

（書記）池田 龍一 

 

議長は、西浦健蔵会長がつとめ、会長、監事により議事録に署名することを確認した。 

 

【審議事項】 

【会長】 

１． 令和3年度事業計画（案）について 

→継続審議 

２． 令和3年度予算（案）について 

→継続審議 

 

【副会長】 

【法人事業】 
１．本会事務職員の給与規程改訂について 

本会の給与規程は平成28年度より現運用となっているが、その後も福岡県の最低賃金が改定されているなか、本

会事務職員の給与保障をはじめとする社会保障制度が不十分な状況にある。その結果、職員採用試験での本会の

給与モデルを提示後に就職を辞退したものもみられている。そのため、本件は今後の事務所機能の継続した安定

および強化を図るうえでの喫緊の課題として捉えている。加えて、最近は行政、他団体、政治活動等、本会の対

応のあり方が多様化しているため、役員および役員経験者クラスの常勤雇用も視野に入れた運営を具現化するた

めに提案するものである（運用開始2021年4月）。 

 
＜現行の給与規程の課題＞ 

・採用活動の際の給与水準が低い（福岡県最低賃金参照）。 

・俸給表がない。 

・等級制度が運用されていない。 

・人事制度の構築運用が不十分。 

 

＜今回の改定ポイントについて＞ 

・理学療法士、一般事務職員ともに就職後長きにわたり勤務できる給与保障ならびに役員（もしくは役員経験者）

クラスの常勤雇用も視野に入れた人事制度を明確にする 

  ※理学療法士 平均賃金（日経ヘルスケア2020.12） 

       常勤 23万5608円（賞与はのぞく） 

          例：賞与4か月とすると年収 376万9728円 

→承認 



 

主な意見） 

・賞与規程は存在するのか 

→4か月で固定されている。変動する予定はない。 

 

３． 新型コロナ感染拡大状況に応じた本会における活動制限指針について 

 

→承認 

 

主な意見） 

・12月19日現在の福岡県の状況はどこにあてはまるのか。 

→ステージ3である。 

 

【総務局】 

【法人事業】 

［総務部］ 

１．令和3年度事業計画案について 

→継続審議 

［組織部］ 

１．令和3年度新規事業 福岡県理学療法士会 ノベルティ作成 

   目 的：広報及び新入会促進 

配布対象：令和3年度に福岡県内施設に入職し、当士会に入会した新人理学療法士 

（資格取得後1年目理学療法士） 

内 容：USBケーブル（当士会ロゴ入り・団体名入り・個包装） 

個 数：500個 

配布方法：①FAX通信にて施設管理者へ連絡する。 

     ②施設管理者はホームページより申込用紙を DLする。 

     ③申込用紙に記入して事務所へFAXする。 

（施設名、郵送先住所・電話番号、管理者氏名、新人氏名・会員番号、 

新人会費納入有無） 



④事務所にて一覧表を作成する。（一覧表について組織部理事にて確認） 

⑤ヤマト運輸より郵送（郵送時期：7月以降・10月・12月の年3回） 

   配布時期：7月以降（日本理学療法士協会への会員登録完了及び会員番号付与後） 

   予算：作成費用30万円（概算）＋郵送料20万（概算・ヤマト使用） 

   その他：令和4年度以降も公益事業として継続 

 

→承認 

 

主な意見） 

・県士会に入会された方のみへの配布となるのか 

→その通り 

 

２．令和3年度新規事業 福岡県理学療法士会 ホームページ 掲載写真募集及び掲載 

   目 的：ホームページ（アプリの写真ギャラリー）を通じて県民に理学療法士のイメージを広報する 

対 象：会員（福岡県） 

内 容：会員より写真を公募してホームページに掲載する。 

方 法：①FAX通信やホームページ・アプリを使用して公募する（年 2回）。 

    ②応募システムをホームページに構築し、ホームページより応募する。 

    ③組織部にて審査し、フォトギャラリーに掲載する。 

またTOPページの写真を更新する。 

   予 算：作成費用100万円（概算） 

   その他：令和4年度以降も公益事業として継続 

→承認 

 

主な意見） 

・掲載する写真は理学療法士をイメージしたものになるのか。 

→臨床業務がイメージできるものが理想。テーマが色々あってもいいのではないか。 

 

［財務部］ 

１．令和３年度予算（案）について 

   各部局より提出された予算案をまとめた結果以下の通りとなった。 

    収入予測：70,755,000円 

    支出予測：85,665,260円 



   来年度は新型コロナウィルス感染予防にかかる費用が増大したこともあり、 

    収入－支出＝ △14,910,260円の計算となった。 

   予算折衝会議後、 

    支出予測：84,211,460円（予算折衝会議前より－1,454,000円）となり 

    収入－支出＝ △13,456,460円 となった。 

 

   各部局より提出された修正予算後に今年度予算を見直した結果、今年度予算の余剰予測は、14,447,066円となっ

た。 

この余剰分を来年度に繰り越す事が認められれば、来年度予算の支出の赤字部分を概ね賄うことができる数字で

ある。ただ、例年の動向から考えると、決算月まで数字を読むのが非常に難しい事、また余剰分を来年度に繰り

越す事が認められるかどうかというところがある。 

   以上の内容を鑑みて来年度予算のご審議をお願いしたい。 

 

→継続審議 

 

主な意見） 

・事業計画案の新人研修会をeラーニングに踏まえれば教育研修部の会場費が下がるということであればそれを見越し

た予算案で良いのではないか。 

・支部地区研修会の回数が調整できれば予算案は変更するのではないか。 

 

【学術局】 

【公益事業１ 理学療法士の知識及び技術の向上を図る事業】 

［教育研修部］ 

１．2021年度新人研修会の開催について（第4回より継続審議） 

前回理事会で e-ラーニング無料化決定されれば対面開催中止を審議いただいたが、様々な意見が挙がり継続審議と

なっていた。その後協会からの2021年度e-ラーニング無料化も決まった。以下の内容を確認いただき、対面開催の

是非、開催方法について審議を頂きたい。 

 

＜2020年度開催について＞ 

2020年度新人研修会（北九州支部）対面開催中止。 

協会の新人教育プログラム単位は2020年度限定でe-ラーニング無料受講可能となった。HPなどで県士会会員への

アナウンスし、単位取得を促した。 

＜前回理事会での2021年度開催に関する主な意見＞ 

・基本的には対面で予定し、難しいようであれば e-ラーニングへの切り替えはできないか。 

・有料でも無料でもe-ラーニングで実施するように割り切った方が良いのではないか。 

・対面で行うのであれば密を避けるために 3支部開催も踏まえて考えていくしかないため、いくつか案を出す必要

がある。今すぐは判断できないのではないか。 

＜2021年度新人教育プログラム取得に係るe-ラーニング運用方針について＞ 

日本理学療法士協会事務局生涯学習課より情報開示があり、入会初年度無料化を今年度に引き続き 2021 年度も継

続することが決まった。協会HPには非掲載。 

以下、協会からの内容 

＜2021年度新人教育プログラム取得に係る e-ラーニング運用方針＞ 

・新人教育プログラムのe-ラーニング受講費について、入会初年度無料化を今年度に引き続き 2021年度も継続する 

・上記に加え、Cテーマが取得可能な下記コンテンツについても、2021年度入会会員に限り無料化を継続し、費用負

担なくe-ラーニングのみで新人教育プログラムを修了できることとする。 

  ●脳卒中・循環器病対策基本法と理学療法（C-1、C-3） 

  ●オリンピック・パラリンピック 理学療法士に求められる役割（C-2） 

  ●理学療法士の基礎知識（C-7） 

・過年度（2020年度迄）入会者については有料での運用とする。 

＜該当コンテンツ＞※Cテーマは入会初年度者のみ無料コンテンツを抜粋 



・【A・B・D・E】新人教育プログラム 

・【C-1・C-3】脳卒中・循環器病対策基本法と理学療法 

・【C-2】オリンピック・パラリンピック理学療法士に求められる役割 

・【C-7】理学療法の基礎知識 

＜学術局意見＞ 

協会の e-ラーニング無料化を受け、2021 年度の新人研修会の対面開催は中止とし、2021 年度新入会者（無料）お

よび2020年度以前の新プロ未履修者（有料：8,800円）にはe-ラーニング受講には積極的に促していくこととして

いきたい。会員への案内については新人オリエンテーション（対面,Web,動画配信など）時及び、ホームページ掲載・

FAX通信・アプリなどに定期的に案内 

理由：対面開催についてはコロナの影響により直前まで不安定。 

e-ラーニング無料化により対面参加者の減少。 

協会のポイント研修会の期限が12月までであり対面開催中止の決定後ではポイント取得が遅れる可能性あり。 

＜対面開催を準備する場合の審議事項＞ 

開催時期：例年10月であるが、ポイント取得を考えると早めたほうが良いのか。 

      開催10月とした場合、中止決定は7月などの決定時期を決める必要性あり。 

会場：例年300-400名参加となるため600-800名収容可能な施設の確保が必要だがe-ラーニング取得者を考えると

100-200名規模の会場でもよいか。 

開催場所：例年持ち回りで行っていたが、福岡支部開催とするか、各支部で行うか。 

→承認 

 

主な意見） 

・来年度に限っての運用と考えて良いか。 

→その通り。2022年度より新生涯学習制度が開始となる。 

 

―メール審議事項―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

［学術研修部］ 

１．一般会員から申請があった理学療法士講習会の開催日時および開催方法の変更について 

［令和 2年 9月28日（月）メール審議にて議案提出。令和 2年10月 4日（日）承認。］ 

変更前）日時：2020年7月4・5日（土日）開催方法：対面式研修会 

変更後）日時：2021年2月13・14日（土日）開催方法：リモート研修会（zoom） 

参考資料：添付資料をご確認ください． 

補足：変更後の日程が福岡県理学療法士学会の日程と同日であったため、研修会責任者に日程変更の依頼をした

が、上半期に開催予定であった研修会が下半期にずれ込んでいるため、その他の日程で調整することが困難

であったとのこと。 

   →承認 

主な意見） 

・日程変更が難しいのであれば仕方がないが、県学会と同日に開催されることに抵抗がある。 

→今年度はコロナ禍によって上半期に予定していた研修会が下半期にずれ込んでいるため、来年度開催される際

には県学会や学術研修大会などの日程とかぶらないように予め連絡しておく。 

 

２．オンライン研修会について 

［令和 2年11月 5日（木）メール審議にて議案提出。令和 2年11月11日（水）承認。］ 

 前回の理事会では、オンライン研修会の著作権に関する内容のスライドを作成することで承認するとのことであ

ったため、スライドを作成し（図１）。内容は著作権についての注意事項をまとめたもので、オンライン研修会を

開催する際には開始前や休憩中にスライドを画面共有し、注意喚起をしていきたいと考えている。 

 

→承認 

主な意見） 
図１．オンライン研修会の注意事項のスライド 



・研修会中の画面の撮影や録音などを「慎んでく

ださい」というのはモラルの問題であるため、主

催者として「禁止」で良いのではないか。 

→「慎む」から「禁止」に変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．一般会員による2021年度理学療法士講習会の申請について 

［令和 2年11月 5日（木）メール審議にて議案提出。令和 2年11月11日（水）承認。］ 

 １）理学療法士講習会（基礎理論） 3本 

２）理学療法士講習会（応用編）  2本 

 補足：一般会員から来年度の理学療法士講習会を開催したいと申請があった際に申請者には JPTAが作成している理

学療法士講習会のマニュアルの提示と、来年のコロナウイルス感染状況によっては完全リモート開催への変更

や研修会の中止など福岡県理学療法士会の指示に従っていただくことを事前に説明し、ご理解をいただいてい

る。また、現時点で対面式のみの理学療法士講習会はJPTAが認めていないため、申請いただいた研修会の企画

も完全リモートの開催かリモートと対面式のハイブリッド開催の方法のいずれかで申請をしていただいてい

る。 

→承認 

主な意見） 

・リモート開催であれば、他県士会の会員が福岡県士会で申請する必要があるのか。 

→福岡県理学療法士会が承認することによって福岡県士会会員に与えるデメリットは特にないと考えている。また、

コロナ禍が収束し対面式が可能となった際にも継続して申請していただくことで、対面式での研修会が可能となっ

た際には福岡県士会会員にはメリットとなると考えている。 

・研修会の講師に認定・専門理学療法士を取得されていない者が含まれているが問題はないか。 

→2021年度理学療法士講習会申請・実施マニュアルでは「講師は認定または専門理学療法士が 1名以上いること」と

記載されているため、申請上は問題ない。学術研修部が企画・運営している研修会については認定または専門理学

療法士を取得している講師に依頼をしているが、一般会員からの申請については2021年度理学療法士講習会申請・

実施マニュアルに準じた申請であれば問題ないと考えている。 

・ポイント申請のための出欠方法について確認したい。 

→①Zoom を用いて参加者のログをとる方法、②研修会参加前の画面待機中・研修会途中・研修会最後に参加者名簿と

のすり合わせを行う方法（※参加者は必ず「会員番号 名前」でルームへ入室していただき、しない場合はチャッ

ト機能で注意喚起を行う）、③研修会途中に「今日のキーワード」を提示し、研修会終了後にメールでキーワードを

送っていただくなどを想定している。現時点で Zoom を使用した研修会を開催できていないため、これらの方法を

今後実施していくことで、どの方法が勘弁かつ確実に行えるものかを模索していく。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

［学術局］ 

１．オンライン研修会での準備資料共有 

  オンライン研修会時に利用して頂きたい資料を共有いたします。学術局マニュアルおよび事務所にて保管をお

願いし必要な際に利用して頂きたく思います。 



 

宇戸理事より説明 

 

主な意見） 

・業者委託をして支部研修会を行う方法もあるのではないか。 

・対面かハイブリッドかの判断基準を明確にしていただきたい。 

・コロナ禍の状況の中で運営委員の動員が難しくなることも考えられる。 

・Zoomによる受講者はアンケートまたはレポート提出は必須であるのか。それとも柔軟に対応していくのか。 

→講師へのフィードバックの目的も含めアンケートやレポートの提出は必須にしたいと考える。 

・Webでつけっぱなしで観ていない方もいないとは限らないのではないか。 

→会場に来場される方はアンケートやレポートを提出しなくても良いのではないか。 

・会場受講者も同様にアンケートは必要ではないか。 



・Zoomで参加する方は誓約書が必要ではないか。 

 

→承認 

 

【各種委員会】 

［卒前卒後教育検討委員会］ 

１．養成校向け、施設向けのアンケート作成について 

目的：新型コロナ感染拡大による影響と感染予防に関するアンケートを実施。その結果を会員へ周知し情報共有

する 

下記のアンケート内容を軸にアンケートを作成し、養成校向けと施設向け（会員（責任・教育担当者））に実施し

たい。（資料：卒前卒後委員会アンケート） 

   ①養成校向けアンケート 

    ・新型コロナ感染予防に伴う対応（学事、授業、実習についてなど） 

    ・就職関係について 

    ・その他 

    ・臨床実習指導者講習会について 

   ②施設向けアンケート 

    ・新型コロナ感染拡予防に関する事項 

    ・今年度新入職員の教育体制に関する事項、その他、教育体制に関する事項 

    ・働き方改革に関する事項 

    ・その他 

    ・臨床実習指導者講習会に関する事項 

宇戸理事より説明。 

アンケート調査は、googleフォームを活用し、携帯端末からのアクセスをしやすくするために QRコードを設定し、回

答するための便宜を図った。各養成校の現状をできる限り把握するために、選択肢質問と記述式質問で構成した。 

 

→承認 

 

主な意見） 

・アンケートの発送はいつか 

→理事会承認後に発送する。 

・メールで意見を出して頂いて、集約する。 

・管理者初級の方にもアンケートの発送は可能か。 

→確認予定。 

 

【報告事項】 

【副会長】 

【法人事業】 

Ⅰ．事業 

１． 福岡県介護老人保健施設協会設立30周年記念式典・記念講演 出席 

日 時：令和2年10月16日（金）16：30～18：30 

場 所：ANAクラウンプラザホテル福岡 

内 容：福岡県介護老人保健施設協会設立30周年記念式典・記念講演 

出務者：松﨑 哲治 

２．NPOSTワンヘルス研修バスツアー 

日 時：令和2年10月25日（日）9：00～17：00 

場 所：九州芸文館・周辺施設 

内 容：九州芸文館にて研修・九州芸文館及び周辺施設見学 

出務者：3名 



 

【事務局】 

【法人事業】 

Ⅱ．関係会議 

１．第1回3役会議 

日 時：令和2年10月12日（月）19：00～21：00 

場 所：Web会議 

   内 容：マスタープラン、会費減額、協会新システム導入について 

出務者：6名 

２．第回3役局長会議 

日 時：令和2年10月21日（水）19：00～21：00 

場 所：Web会議 

   内 容：マスタープラン、Web研修会システム、臨床実習指導者講習会、令和2年度県学会 

令和2年度養成校意見交換会について 

出務者：9名 

 ３．第2回3役局長会議 

日 時：令和2年11月4日（水）19：00～21：00 

場 所：Web会議 

   内 容：令和2年度予算執行状況、今後の対応について 

出務者：9名 

 

【総務局】 

【公益事業２ 理学療法の知識・技術の普及・啓発を行う事業】 

Ⅰ．事業 

［組織部］ 

１．アプリ「福岡理学ナビ」 

登録者数 1063名（令和2年11月30日現在） 

946名（令和2年10月10日現在） 

２．LINE 

   登録者数 417名（令和2年11月30日現在） 

        410名（令和2年10月7日現在） 

３．ホームページ 

  １）求人掲載後の会員への告知について 

福岡県理学療法士会会員の離職とメンタルヘルスの関連についての調査報告をうけて、理学療法士求人に関す

る会員への情報提供の充実を目的に、求人掲載後のアプリ通知および LINE告知を行う。 

 

【法人事業】 

Ⅰ．事業 

［総務部］ 

 １．代議員との臨時意見交換会について 

   日 時：令和3年1月23日（土）13：00～15：00 

   場 所：Web会議 

 →代議員への配付資料の情報集約・作成期間なども鑑みて日程を変更する 

  日時変更：令和3年2月20日（土）13：00～15：00 

 ２．養成校意見交換会について 

   日 時：令和3年1月30日（土）15：00～18：00 

場 所：Web会議 

 ３．福岡県災害時福祉支援ネットワーク会議について 

   日 時：令和2年11月26日（木）10：30～12：00 

   場 所：クローバープラザ 西棟 



   内 容：災害福祉支援ネットワーク協議会について 

       災害派遣福祉チームの組成について   など 

   出務者：1名 

    

Ⅱ．関係会議 

［総務局］ 

 １．第2回総務局会議 

   日 時：令和2年10月1日（木）19：00～20：30 

   場 所：Web会議 

内 容：１）令和2年度養成校意見交換会について 

２）Webシステム導入について 

３）組織部新規事業について 

４）規程作成について 

   出務者：6名 

 ２．第3回総務局会議 

   日 時：令和2年10月29日（木）19：00～20：00 

   場 所：Web会議 

内 容：Webシステム導入について（学術局と検討） 

出務者：4名 

 ３．第4回総務局会議 

   日 時：令和2年11月16日（月）19：30～20：30 

   場 所：Web会議 

内 容：Webシステム導入について（業者との意見交換） 

   出務者：4名 

 

［総務部］ 

１．第5回総務部会議 

   日 時：令和2年10月15日（木）19：00～20：00 

   場 所：Web会議 

内 容：１）第5回理事会への議案について 

２）令和3年度予算案について 

３）その他 

   出務者：5名 

 

[財務部] 

 １．事務所会計監査 

日 時：令和2年10月19日（月）13：30～14：00 

場 所：福岡県理学療法士会事務所 

出務者：2名 

 ２．令和2年度予算折衝会議（1回目） 

日 時：令和2年12月8日（火）19：00～21：00 

場 所：Web会議 

内 容：学術局・社会局・支部局の令和2年度の予算案の確認を実施。 

出務者：20名 

３．令和2年度予算折衝会議（2回目） 

日 時：令和2年12月11日（金）19：00～21：00 

場 所：Web会議 

   内 容：事務局・総務局・地域包括ケア推進局の令和 2年度の予算案の確認を実施。 

   出務者：10名 

 ４．令和2年度予算執行状況確認 



    収入（見込み） 66,105,000円 

    支出      23,111,883円 

    公益事業比率  68.21％ 

    収支相償    21,408,638 

 

【学術局】 

【公益事業１ 理学療法士の知識及び技術の向上を図る事業】 

［学会部］ 

１．第30回福岡県理学療法士学会演題採択について    

査読結果および研究の質を考慮し、演題登録のあった91演題のうち、85演題を採択、5演題を不採択とした

（１演題は取り下げ）。 

２．学会当日スケジュールに関して 

３．学会進捗状況（12月8日現在） 

・講師、特別講演等座長への公文書発送済み 

・事前参加登録受付中 

・Web学会システムへの演題登録は12月中旬より開始予定 

・学会特別号作成修正中 1月中旬発送予定 

４．第31回福岡県理学療法士学会について 

学会長 河上 淳一 氏（九州栄養福祉大学） 

  日程：令和3年11月23日（祝）開催予定 

［学術誌編纂部］ 

 １. 理学療法福岡34号進捗状況   

   １）巻頭言：松崎 哲治 氏（副会長）  

  ２）特集テーマ：職域拡大    

執筆者①：村上 武史 氏（産業医科大学病院） 

    テーマ「学校現場における理学療法士の関わり（仮）」 

執筆者②：橋本 優子 氏（桜十字福岡病院）  

テーマ「ウィメンズヘルス・メンズヘルス（仮）」 

執筆者③：久保かおり 氏（北九州市保健福祉局地域リハビリテーション推進課） 

テーマ「リハ専門職と行政の協働（仮）」 

  ３）講演録： 

   （１）第102回福岡県理学療法士会学術研修大会  

         山田 英司 氏（本山学園岡山専門職大学） 

         テーマ：「変形性膝関節症に対する治療戦略」 

         石川  朗 氏（神戸大学大学院） 

         テーマ：「理学療法士にとって必要な呼吸障害の見方」 

         対馬 栄輝 氏（弘前大学大学院） 

          テーマ：「理学療法研究のデザイン」 

   （２）第29回福岡県理学療法士学会  

         菅本 一臣 先生（大阪大学大学院） 

         テーマ：「理学療法士なら関節の動きを3Dで理解しよう～最適な訓練は理解することで可能となる～」 

         野添 匡史 氏（甲南女子大学） 

        テーマ：「急性期脳卒中患者に対する理学療法  

〜急性期から行う、予防的視点に根差した取り組みのエビデンスと実際～」 

      西岡 心大 先生（長崎リハビリテーション病院 法人本部人材開発部副部長 栄養管理室室長） 

      テーマ：「機能回復・ADL向上とリハビリテーション栄養～理学療法士に重要な栄養ケアの視点～」 

  ４）教育講座  

       テーマ：症例報告のポイント 

       執筆者：白土 健吾 氏（飯塚病院）  

  ５）県学会受賞論文 



第29回県学会 最優秀賞  

    脇坂 成重 氏（桜十字福岡病院） 

演題名：「地域在住高齢者の転倒に影響を及ぼす要因の検討」 

    第29回県学会 Case Report Award 

    白土 健吾 氏（飯塚病院） 

演題名：「がん悪液質を呈する肺癌患者にリハビリテーション栄養ケアプロセスを実践した 1症例」    

６）研究助成報告 

村上 武史 氏（産業医科大学病院） 

「変形性膝関節症患者の大腿四頭筋筋力増強運動における神経筋電気刺激併用の即時効果」 

７）一般投稿論文  

（１）早川 智之 氏（九州栄養福祉大学） 

原著：「回復期リハビリテーション病棟脳卒中患者におけるエネルギー消費量の実態～エネルギー必要量お

よびエネルギー提供量との関連性～」 

（２）烏山 昌起 氏（九州栄養福祉大学） 

原著：「肩関節疾患患者の睡眠障害について」 

（３）松田 憲亮 氏（国際医療福祉大学） 

原著：「前期女性高齢者の身体的プレフレイルにおける注意機能および認知機能の影響力」 

（４）藤田  努 氏（九州大学病院リハビリテーション部） 

原著：「変形性膝関節症患者の荷重応答期における動的膝関節スティフネスと筋収縮様式の関連性」 

（５）有働 大樹 氏（正和なみき病院） 

原著：「地域在住高齢者の基本チェックリストに対する疼痛強度の影響」 

（６）舩津 康平 氏（産業医科大学病院） 

原著：「超音波画像診断装置を用いた肩関節周囲における触診の信頼性：臨床経験年数による比較」 

（７）本多 裕一 氏（柳川リハビリテーション学院） 

短報：デイケア利用者の身体機能評価と居宅での移動の関係 

  ８）編集後記：未定 

 

Ⅱ．関係会議 

［学術局］ 

１．第5回学会局Web会議 

日 時：令和2年10月12日（月）19：30～21：30  

場 所： 各自設定場所 

内 容：１）学会部学会参加費について 

２）学術研修部 

・第103回福岡県理学療法士会学術研修大会の日程および開催方法につ 

・第103回福岡県理学療法士会学術研修大会の一部内容の変更について 

・2021年度理学療法士講習会（応用編）について 

・2020年度専門理学療法研修会について 

３）教育研修部 

・2021年度理学療法士講習会基本編（理論）の日程および講師案 

・臨床理学療法研修会について 

出務者：5名 

２．第6回学会局Web会議 

日 時：令和2年11月11日（水）19：00～21：30 

   場 所：各自設定場所 

   内 容：１）令和2年度予算と来年度事業に向けての共有事項（令和 3年度予算） 

        ・令和3年度事業の会場費用など 

        ・令和3年度事業計画依頼 

        ・Web研修会準備に向けて（令和3年度の構築） 

２）学術局マニュアル追記・修正依頼 



３）事業内容と業務分掌など（検討事項） 

       ４）令和3年度事業に関して 

        ・ポイント研修会事業を令和3.12月まで実施 

         ※学会をどうするか？その他の研修会開催は？ 

        ・教育研修部の事業整理 

         ⇒新生涯学習システムの構築および準備で令和 3年度の準備が重要。 

   出務者：5名 

 

［学会部］ 

１．第3回学会部会議 

日 時：令和2年11月10日（火）19：30～21：30  

場 所：Web会議 

内 容：１）第30回福岡県理学療法士学会開催方法等の検討について 

２）第31回福岡県理学療法士学会の日程等について 

出務者：9名 

 

［学術研修部］ 

１．第6回学術研修部会議 

日 時：令和2年10月7日（水）19：30～21：30 

場 所：Web会議 

内 容：１）第103回福岡県理学療法士会学術研修大会の運営方法について 

２）理学療法士講習会の進捗について 

３）専門理学療法研修会の進捗について 

４）管理者研修会の進捗について 

５）オンライン研修会の運営方法と課題について 

出務者：9名 

 

 

【社会局】 

【公益事業３ 理学療法の知識・技術を提供する事業】 

Ⅰ．事業 

［社会局］ 

１．新型コロナウイルス感染拡大時における社会局事業執行の指針 
   昨年度事業執行にあたり3役相談の上、事業運営および案内文を作成した。事業は中止となったが事業執行にあ

たって社会局にて「新型コロナウイルス感染拡大時における社会局事業執行の指針」を作成している。 
 

［公益事業推進部］ 

 １．公益事業推進部事業の位置付け等 

   事業執行にあたり以前と比較して理学療法士数の増加とともに理学療法士を認知している県民が増加している傾

向と思われ、これまでの行ってきた理学療法（士）そのものの啓発から理学療法士がダイレクトに県民へ還元で

きる事業に変えていかなければならないと考えている。そのため、今後の事業展開を検討するため事業別に各事

業の規模・位置付けをまとめた。 
 

Ⅱ．関係会議 

［社会局］ 

１．第4回社会局web会議 

   日 時：令和2年10月13日（火）19：00～20：00 

内 容：理事会審議事項について 

出務者：5名 

２．第5回社会局web会議 



   日 時：令和2年11月30日（月）19：00～20：00 

内 容：予算執行状況および来年度予算について 

出務者：5名 
［職能部］ 

１．第2回職能部web会議 

   日 時：令和2年11月13日（金）19：00～20：00 

内 容：令和2年度介護士に対する腰痛予防研修会について 

出務者：4名 
【公益事業３ 理学療法の知識・技術を提供する事業】 

Ⅱ．関係会議 

［社会局］ 

１．第4回社会局web会議 

   日 時：令和2年10月13日（火）19：00～20：00 

内 容：理事会審議事項について 

出務者：5名 
 

【支部局】 

【公益事業１ 理学療法士の知識及び技術の向上を図る事業】 

Ⅰ．事業 

［福岡支部］ 

１. 第6回福岡支部研修会 

 日 時：令和2年10月24日（土）9：00～12：30 

 場 所：福岡青洲会病院 

 内 容：「回復期運動器リハにおけるリハ栄養～基礎と症例を通した実践～」  

 講 師：田中 拓樹 氏 （福岡青洲会病院） 
＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

［北九州支部］ 

１. 第6回北九州支部研修会 

＊新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

 [筑後支部]  

1. 第5回筑後支部研修会 

日 時：令和2年10月4日（日）9：00～12：00 

   場 所：大牟田天領病院 

テーマ：運動器分野 

講 師：木原 太史 氏（sebone） 
＊新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

2. 第6回筑後支部研修会 

日 時：令和2年10月25日（日）9：00～12：00 

   場 所：久留米大学医療センター 

テーマ：「循環疾患患者に対する急性期理学療法」 

講 師：野元  大 氏（済生会福岡総合病院） 
＊新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

 [筑後1地区] 

1. 第4回筑後1地区研修会 

日 時：令和2年11月20日（金）19：00～20：30 

   場 所：新古賀病院 

テーマ：「足部運動器疾患に対する治療戦略～徒手療法の視点から考える～」 

講 師：鳥井 泰典 氏（聖マリア病院） 
＊新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

[筑後2地区] 



1. 第4回筑後2区研修会 

日 時：令和2年11月12日（木）19：00～20：30 

   場 所：筑後市立病院 

テーマ：未定 

講 師：堤  篤秀 氏（筑後市立病院） 

 ＊新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

 【公益事業２ 理学療法の知識・技術の普及・啓発を行う事業】 

Ⅱ．関係会議 

 [筑後1地区] 

１．第1回筑後1地区会議 

日 時：令和2年11月10日（火）10：00～11：00 

   場 所：めくばーる健康福祉館 

内 容：第4回筑前町アクティブシニアセミナー事前会議 

「認知症を予防するための体操 ～脳を元気にする体操を学ぼう～」 

出務者：1名 

【法人事業】 

Ⅰ．事業 

［福岡支部］ 

１．運営委員の退任と新任について 

   退任：河野 孝道 氏（千鳥橋病院） 

新任：矢田 雄也 氏（千鳥橋病院） 

 →委任状の確認と対応をお願いします。 

［北九州支部］ 

１．2020年度第2回地域包括ケア推進局会議 

日 時：令和2年10月14日（水）19：00～20：15 

場 所：Web会議 

内 容：１）下半期学術計画について 

２）介護認定審査委員および選考基準について 

３）体力測定会のマニュアルについて  

出務者：8名 

 

【地域包括ケア推進局】 

【公益事業１ 理学療法士の知識及び技術の向上を図る事業】 

Ⅱ．関係会議 

［地域包括ケア推進局］ 

１． 2020年度 第3回 地域包括ケア推進局 会議 

日 時：令和2年11月16日（月）19：00～20：00 

場 所：Web会議 

内 容：１）訪問リハビリテーション実務者研修会について 

２）地域ケア会議推進リーダー導入研修会・介護予防推進リーダー導入研修会 

３）各市区町村の現状把握報告・各市区町村実務担当者見直し 

・各市区町村への「地域ケア会議」「介護予防」事業戦略 

４）地域医療介護総合確保基金 → 今年度担当ST 

５）地域ケア会議出席の理学療法士に対する理学療法士の派遣事業 

６）地域ケア会議推進リーダー・介護予防推進リーダー管理 

７）福岡県地域ケア会議ドバイザー派遣事業 

８）各市町村理学療法士派遣事業 

９）市町村アンケート 

10）講義資料作成分担 

11）修正予算・来年度事業について 



出務者：20名 

２．2020年度訪問リハビリテーション実務者研修会 第4回事前会議 

日 時：令和2年11月23日（月）19：00～20：00 

場 所：Web会議 

内 容：2020年度訪問リハビリテーション実務者研修会ついて 

出務者：4名、作業療法士1名、言語聴覚士1名 
３．2020年度訪問リハビリテーション実務者研修会 第5回事前会議 

日 時：令和2年11月30日（月）19：00～20：00 

場 所：Web会議 

内 容：2020年度訪問リハビリテーション実務者研修会ついて 

出務者：4名、作業療法士2名、言語聴覚士3名 

【公益事業３ 理学療法の知識・技術を提供する事業】 

Ⅰ．事業 

［地域包括ケア推進局］ 

１． 地域ケア会議出席の理学療法士に対する理学療法士の派遣事業 
日 時：令和2年10月14日（水）10：00～13：00 

場 所：前原西地域包括支援センター 

テーマ：「地域ケア会議出席の理学療法士に対する理学療法士の派遣事業」 

講 師：松﨑 哲治 氏（麻生リハビリテーション大学校） 

内 容：糸島市前原西地域包括の地域ケア会議にて出席し、地域ケア会議出席の理学療法士に対して、理学療法 

士の派遣事業を行い、理学療法士の発言に対するアドバイスなどを行いました。その後、糸島市前原西

地域包括職員と参加理学療法士と一緒に、地域ケア会議について話し合いを行ってきました。 

 参加者：19名（内 糸島市役所介護・高齢者支援課：1名・地域包括支援センター：10名・管理栄養士：1名 

歯科衛生士：1名・事業所：3名・福岡県理学療法士会：１名・見学：１名） 

  指導理学療法士：平田 治仁 氏（理学療法士）（誠心会 井上病院） 

出務者：1名 

２． 地域ケア会議出席の理学療法士に対する理学療法士の派遣事業 
日 時：令和2年11月13日（金）15：00～17：15 

場 所：大野城市役所 

テーマ：「地域ケア会議出席の理学療法士に対する理学療法士の派遣事業」 

講 師：中村 洋志 氏（樋口病院） 

内 容：大野城市の地域ケア会議に参加しました。会議参加理学療法士の質問やアドバイスを傍聴し、会終了後

に市職員と出務理学療法士と共に内容の振り返りと助言を行いました。 

 参加者：12名・傍聴者4名（内 大野城市職員3名） 

  指導理学療法士：中村 真一 氏（理学療法士）（つくし会病院） 

出務者：1名 

３． 地域ケア会議出席の理学療法士に対する理学療法士の派遣事業 
日 時：令和2年11月27日（金）15：00～17：30 

場 所：大野城市役所 

テーマ：「地域ケア会議出席の理学療法士に対する理学療法士の派遣事業」 

講 師：村田 和優 氏（医療法人春成会 樋口病院） 

内 容：大野城市の地域ケア会議に参加しました。会議参加理学療法士の質問やアドバイスを傍聴し、会終了後

に市職員と出務理学療法士と共に内容の振り返りと助言を行いました。 

 参加者：12名・傍聴者1名（内 大野城市職員4名） 

  指導理学療法士：坪内 一也 氏（介護老人保健施設カトレア） 

出務者：1名 

Ⅱ．関係会議 

［地域包括ケア推進局］ 

１． 第 2回筑豊地区地域包括ケア実務担当者会議 

日 時：令和2年10月9日（金）19：00～21：00 



場 所：Web会議 

内 容：地域ケア会議や介護予防事業に関する情報共有や意見交換会など 

出務者：9名 

 

【各委員会】 

【選挙管理委員会】 

１．選挙管理委員担当者について 

1名辞任となり、次回総会まで3名体制で運営します 

２．立候補者名簿について 

  I-VOTEセットアップ次第提示致します 

 

【卒前卒後教育検討委員会】 

１．第3回卒前卒後教育検討委員会Web会議 

日 時：令和2年11月10日（火）19：30～21：00 

場 所：Web会議 

内 容：・2021年度臨床実習指導者講習会開催のまとめ 

Web開催（協会が準備している開催方法）を基本。下半期以降で講習会を開催 

ハイブリット型講習会は、県士会事業の意向に準じて開催有無を決定する。 

       ⇒新型コロナ感染状況から理事会の方針決定事項にて検討 

       ・2021年度臨床実習指導者講習会について 

       ・Web開催の情報共有（2020年度） 

       ・その他、情報共有 

        養成校との意見交換会の日程および会議内容を共有 

        ⇒今回の決定事項を共有と Web開催、ハイブリッド型開催での開催可否と開催する場合の環境などの

情報共有を依頼。 

出務者：6名 

２．第4回卒前卒後教育検討委員会Web会議 

日 時：令和2年11月30日（月）19：00～20：00 

場 所：各自設定場所 

内 容：・2020年度臨床実習指導者講習会中止に至る経緯について（情報共有） 

     ・養成校との意見交換会について（情報共有） 

     ・2020年度アンケート作成（養成校、会員向け） 

出務者：7名 

 

【確認事項】 

【総務局】 

［総務部］ 

１．新人オリエンテーション会場の選定について（支部局に確認） 

 

以上この議事録の内容が正確であることを証明するため、出席した会長、監事は、次の通り署名する。 
 
令和2年12月19日  

公益社団法人 福岡県理学療法士会 

 


